
名
誉
会
長　

村
松
浩
幸
（
令
和
４
年
４
月
〜
）

顧　
　

問　

佐
野
昌
男　

中
田
宣
彦　

三
寺
勝
美

　
　
　
　
　

玉
川
隆
雄　

町
田　

修　

深
澤
弘
二

　
　
　
　
　

中
澤　

寛　

土
屋
聖
史　

宮
本
伸
一

　
　
　
　
　

小
林　

亨

会　
　

長　

吉
澤
修
一

副
会
長　

谷
口
陽
治　

小
笠
原
重
光　

宮
川
史
枝

監　
　

事　

原
田
良
介　

山
岸
千
賀
子

本
部
理
事　

中
山
久
貴　

西
澤
佳
代　

畔
上
一
康

　
　
　
　
　

齊
藤
忠
彦　

小
林
比
出
代　

茅
野
公
穂

　
　
　
　
　

茅
野
理
恵　

酒
井
英
樹　

伊
藤
冬
樹

　
　
　
　
　

瀧　

直
也　

森
下　

孟

地
区
理
事　

下
伊
那　

牧
内
優
幸　
　

上
伊
那　

有
賀
泰
司

　
　
　
　
　

諏　

訪　

宮
坂　

均　
　

木　

曽　

池
田
信
三

　
　
　
　
　

北
安
曇　

中
原　

敏　
　

安
曇
野　

麻
田
記
良

　
　
　
　
　

松　

本　

山
口
昇
一　
　

佐　

久　

関　

武
登

　
　
　
　
　

上　

小　

山
邉
久
史　
　

更　

埴　

蟹
澤
友
司

　
　
　
　
　

上
水
内　

池
上
昭
子

　
　
　
　
　

須
坂
上
高
井　

新
井
孝
之

　
　
　
　
　

中
野
下
高
井　

黒
岩
徳
治

　
　
　
　
　

飯
山
下
水
内　

吉
澤　

秀

　
　
　
　
　

塩　

筑　

臼
井
伸
明

　
　
　
　
　

長　

野　

篠
原
謙
治　

加
藤
善
彦

　
　
　
　
　

高　

校　

富
岡　

修

　
　
　
　
　

県　

外　

功
刀
道
子　

井
出
良
子

幹　
　

事　

和
田　

裕　

　
　
　
　
　

渋
谷
孝
信
（
令
和
４
年
４
月
〜
）　

宮
尾
弘
子

　
　
　
　
　

岩
田　

靖　

桂
本
久
美
子　

安
達
仁
美

事
務
局　

中
村
直
人　

新
谷
静
香

ま
す
。
集
団
感
染
の
発
生
防
止
に
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
留

意
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
会
員
の
皆
さ
ん
の
安

全
に
十
分
配
慮
し
つ
つ
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
母
校

の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
同
窓
会
を
会
員
に
と
っ
て
よ
り
魅
力
あ
る
も

の
に
す
る
こ
と
を
重
点
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
会
員
が
研
究
修
養
に
励
み
、
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
場
と
な
る
よ
う
、
参
加
し
た
く

な
る
通
常
総
会
、
赤
煉
瓦
館
を
活
用
し
た
出
か
け
た
く
な
る

イ
ベ
ン
ト
の
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
の
様
子
や
参
加
し
て
い

た
だ
い
た
方
々
の
感
想
等
を
、
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
会

報
等
で
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。
同
窓
会
の
魅
力
を
積
極
的

に
発
信
し
な
が
ら
会
費
未
納
の
方
々
に
声
が
け
し
て
い
く
こ

と
で
、
今
以
上
の
ご
賛
同
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
と
思

う
の
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
後
の
同
窓
会
、
な
ん
だ
か
わ
く
わ
く
し
て
き
ま

せ
ん
か
？　

同
窓
会
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
精
一
杯
務

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
私
た
ち
の
生
活
を
一
変

さ
せ
て
、
早
三
年
。
そ
れ
ま
で
は
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て

気
に
留
め
る
こ
と
も
な
か
っ
た
事
柄
が
、
ど
れ
だ
け
価
値
の

あ
る
も
の
だ
っ
た
の
か
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
年
月
で
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
皆
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
今
で
き

る
こ
と
を
実
践
し
て
い
こ
う
と
す
る
私
た
ち
の
底
力
が
試
さ

れ
た
年
月
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

同
窓
会
で
も
、
昨
年
、
通
常
総
会
を
三
年
ぶ
り
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
懇
親
会
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
講
演
会
で
は
、
花
谷
泰
広
先
生
か
ら
山
の
活
用
、
保

全
、
未
来
へ
の
継
承
に
つ
い
て
示
唆
に
富
ん
だ
お
話
を
お
聞

き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
事
務
局
や
会
員
そ
れ

ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
お
声
が
け
を
い
た
だ
き
、
会
費
が
未
納

だ
っ
た
方
々
の
賛
同
を
得
て
、
例
年
以
上
に
会
費
を
納
入
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
同
窓
会

運
営
の
難
し
さ
と
と
も
に
、
そ
の
や
り
が
い
も
感
じ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
五
月
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

症
法
上
の
位
置
づ
け
が
五
類
へ
移
行
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
前
の
生

活
が
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
を
ど
れ
だ
け
待
ち

わ
び
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
う
は
言
っ
て
も
、
同
窓
会
に
は

現
職
の
皆
さ
ん
や
ご
高
齢
の
皆
さ
ん
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い

　

第
18
期
同
窓
会
役
員
名
簿

（
令
和
３
年
８
月
〜
令
和
５
年
８
月
）

信州大学教育学部同窓会報
【第 37 号】

発行人　吉　澤　修　一
事務局　長野市西長野6ノロ
　　　　信州大学教育学部内
TEL・FAX（026）238-4370

コ
ロ
ナ
禍
後
の
魅
力
あ
る
同
窓
会
を
め
ざ
し
て

同
窓
会
長　
　

吉 

澤
　
修 

一
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が
あ
っ
た
。

　

原
案
ど
お
り
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

第
２
号
議
案

　

 

令
和
４
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
歳
入
・
歳
出
予
算

（
案
）
の
承
認
に
つ
い
て

⑴　

 

中
村
直
人
事
務
局
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
、
令
和
４

年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

⑵　

 

岩
田
靖
幹
事
よ
り
資
料
に
基
づ
き
、
令
和
４
年
度
一

般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　

原
案
ど
お
り
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

第
３
号
議
案

　

第
18
期
役
員
の
交
代
に
つ
い
て

　
 

吉
澤
修
一
会
長
よ
り
、
宮
﨑
樹
夫
名
誉
会
長
が
村
松
浩
幸

氏
に
、
ま
た
小
池
勲
幹
事
が
渋
谷
孝
信
氏
に
交
代
す
る
旨

の
提
案
が
あ
っ
た
。

　

原
案
ど
お
り
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

６
．
来
賓
祝
辞

　

村
松
浩
幸
氏
（
教
育
学
部
学
部
長
）
の
ご
臨
席
が
あ
り
、

祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

７
．
閉
会
宣
言　

小
笠
原
重
光 

副
会
長

　

通
常
総
会
の
終
了
後
に
は
、
花
谷
泰
広
氏
を
お
招
き
し
記

念
講
演
会
『
山
と
向
き
合
う
、
自
分
と
向
き
合
う
』
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、第
33
回
、

34
回
の
２
回
連
続
で
中
止
に
な
っ
て
い
た
通
常
総
会
で
す
が
、

３
年
ぶ
り
に
対
面
方
式
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

１
．
日
時
・
会
場

　
　

令
和
４
年
８
月
11
日
（
木
・
祝
）
午
前
９
時
半
開
会

　
　

ホ
テ
ル
信
濃
路
『
穂
高
』

 

長
野
市
中
御
所
岡
田
町
１
３
１-

４

２
．
出
席
者
数　

34
名

３
．
開
会
宣
言　

宮
川　

史
枝 

副
会
長

　
　
　
　
　
　
　

進
行
：
和
田　

裕 

幹
事
長

４
．
挨
拶　
　
　

吉
澤　

修
一 

会
長

５
．
議
事

　

 

議
事
に
先
立
ち
、
会
則
第
16
条
に
基
づ
き
、
総
会
議
長
の

互
選
を
行
う
。

⑴　

議
長
団
の
選
出

　

 

臼
井
伸
明
・
篠
原
謙
治
の
両
理
事
を
議
長
団
に
選
出
し

た
。

⑵　

議
事
録
署
名
人
の
選
出
と
書
記
の
任
命

　

 

中
山
久
貴
・
加
藤
善
彦
の
両
理
事
を
議
事
録
署
名
人
に

選
出
し
、
安
達
仁
美
・
桂
本
久
美
子
の
両
幹
事
を
書
記

に
任
命
し
た
。

第
１
号
議
案

　

 

令
和
３
年
度
事
業
報
告
、
歳
入
歳
出
及
び
財
産
目
録
の
承

認
に
つ
い
て

⑴　

 

中
村
直
人
事
務
局
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
、
令
和
３

年
度
事
業
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

⑵　

 

岩
田
靖
幹
事
よ
り
資
料
に
基
づ
き
、
令
和
３
年
度
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
特
別
会
計
決
算
、
基
本
財

産
決
算
並
び
に
財
産
目
録
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
原
田
良
介
監
事
よ
り
業
務
監
査
・
財
務

監
査
の
結
果
、
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
と
の
報
告

令和３年度信州大学教育学部同窓会一般会計歳入歳出決算書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歳入合計額　4,845,755円也
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歳出合計額　4,304,849円也
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　差 引 残 額　　540,906円也　翌年度へ繰越
〈歳入の部〉

項　　目 予 算 額 決 算 額 増・△減 備　　　考
１前年度繰越金 245,742 245,742 0
２会　　　　費 4,200,000 4,300,000 100,000 215名入金（未納33名）
３運営積立金 300,000 300,000
４雑　 収 　入 500 13 △487 利子
歳 入 合 計 4,746,242 4,845,755 99,513

〈歳出の部〉
項　　目 予 算 額 決 算 額 増・△減 備　　　考

１会　 議 　費 354,000 147,020 206,980 総会・役員会等
２事　 業 　費 1,180,000 1,129,934 50,066 会報・学部後援等
３事　 務 　費 1,325,000 1,390,208 △65,208 会報発送・印刷等
４事務委託費 1,562,000 1,562,000 0 雇用費等
５雑　　　　費 120,000 75,687 44,313 連合会拠出金他
６予　 備 　費 205,242 0 205,242
歳 出 合 計 4,746,242 4,304,849 441,393

自　令和３年４月１日
至　令和４年３月31日

第
三
十
五
回
　
同
窓
会
通
常
総
会
報
告

記念講演会　花谷泰広氏

村松学部長　祝辞
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す
。
教
育
・
研
究
の
充
実
の
た
め
に
、
引
き
続
き
ご
支
援
を

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

新
た
な
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

学
生
ら
の
自
主
企
画
を
支
援
す
るEducational 

Challenge

に
続
き
、
今
年
度
は
、
世
界
的
に
広
が
っ
て
い

る
教
科
横
断
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
に
対
応
す
べ
く
、
全
国
に

先
駆
け
、
全
コ
ー
ス
対
象
で
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
認
定
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
信
州
教
育
を
先
導
し
て

き
た
信
濃
教
育
会
と
本
学
部
と
で
連
携
協
定
を
締
結
し
、
教

員
採
用
試
験
の
支
援
や
教
育
研
究
面
で
の
連
携
を
し
て
い
き

ま
す
。
伝
統
を
大
切
に
し
つ
つ
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た

新
し
い
取
り
組
み
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ

り
本
学
部
に
対
し
て
様
々
な
ご
支

援
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
度
も
学
部
２
５
２

名
、
大
学
院
生
30
名
を
迎
え
、
ス

タ
ー
ト
で
き
ま
し
た
。
現
在
、
授
業
で
の
座
席
数
制
限
撤
廃

や
、
生
協
食
堂
で
の
通
常
利
用
再
開
等
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

の
対
応
を
進
め
て
お
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
多
く
の
学
生
が
戻

り
、
学
び
の
姿
や
笑
顔
が
多
々
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

学
部
運
営
で
は
、
昨
年
に
続
き
「
教
職
員
・
学
生
、
児

童
・
生
徒
ら
のW

ell-being

実
現
」
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
。
教
育
・
研
究
を
充
実
さ
せ
、
働
き
方
改
革
も
進
め
る
中

で
、
本
学
部
を
構
成
す
る
皆
さ
ん
、
さ
ら
に
は
本
同
窓
会
を

は
じ
め
、
本
学
部
に
関
わ
る
多
く
の
皆
様
が
「
幸
福
」
を
感

じ
、「
健
康
」
に
様
々
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
運
営
を
実

現
し
て
い
き
ま
す
。

毎
年
の
ご
支
援
に
深
く
感
謝

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
毎
年
、
本
学
部
・
大
学
院
に
多
額

の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
こ
と
、
こ
の
場
を
借
り
ま

し
て
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
支
援
は
、
主
に
通
常

予
算
で
の
対
応
が
難
し
い
営
繕
関
係
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
、
図
書
館
、
第
１
体
育
館
の
改
修

の
一
部
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大
変
助
か
り
ま
し
た
。

他
に
も
老
朽
化
が
進
む
施
設
・
設
備
の
改
修
等
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
大
学
院
で
は
、
そ
の
年

度
の
優
れ
た
研
究
に
つ
い
て
表
彰
す
る
研
究
科
長
賞
の
副
賞

と
し
て
、
受
賞
学
生
ら
に
授
与
さ
せ
て
い
た
い
て
お
り
ま

ご
支
援
へ
の
感
謝
と

新
た
な
取
組
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

教
育
学
部
長　

村 

松
　
浩 

幸

学
部
の
新
転
任
・
転
退
職
教
員
の
紹
介

【
令
和
４
年
〜
５
年
度
新
転
任
教
員
】

野
口　

舞
子　

先
生（
社
会
科
学
教
育
） 令
和
４
年
10
月
１
日

沖
嶋　

直
子　

先
生（
家
庭
科
教
育
） 

令
和
５
年
４
月
１
日

榎
本　

哲
士　

先
生（
数
学
教
育
） 

令
和
５
年
４
月
１
日

楠
見　

友
輔　

先
生（
特
別
支
援
教
育
） 令
和
５
年
４
月
１
日

藤
森　

隼
一　

先
生（
理
科
教
育
） 

令
和
５
年
４
月
１
日

大
木　

雄
太　

先
生（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
教
育
） 令
和
５
年
４
月
１
日

宮
野　
　

尚　

先
生（
教
職
大
学
院
） 

令
和
５
年
４
月
１
日

尾
臺　

美
彰　

先
生（
教
職
大
学
院
） 

令
和
５
年
４
月
１
日

戸
谷　

健
史　

先
生（
教
職
大
学
院
） 

令
和
５
年
４
月
１
日

【
令
和
４
年
度
転
退
職
教
員
】

三
崎　
　

隆　

先
生（
理
科
教
育
）

　
　
　
　

平
成
19
年
４
月
１
日　

着
任
、
定
年
退
職

高
崎　

禎
子　

先
生（
家
庭
科
教
育
）

　
　
　
　

平
成
19
年
４
月
１
日　

着
任
、
定
年
退
職

三
野
た
ま
き　

先
生（
家
庭
科
教
育
）

　
　
　
　

平
成
14
年
４
月
１
日　

着
任
、
定
年
退
職

岡
田　

匡
史　

先
生（
美
術
教
育
）

　
　
　
　

平
成
７
年
４
月
１
日　

着
任
、
定
年
退
職

青
木　
　

一　

先
生（
教
職
大
学
院
）

　
　
　
　

平
成
27
年
４
月
１
日　

着
任
、
定
年
退
職

杉
山
俊
一
郎　

先
生（
言
語
教
育
）

　
　
　
　

令
和
元
年
10
月
１
日　

着
任
、
退
職

笠
原　

大
弘　

先
生（
教
職
大
学
院
）

　
　
　
　

令
和
３
年
４
月
１
日　

着
任
、
退
職

 

（
長
野
県
教
育
委
員
会
と
の
人
事
交
流
）

原　
　

洋
平　

先
生（
教
職
大
学
院
）

　
　
　
　

令
和
２
年
４
月
１
日　

着
任
、
退
職

 

（
長
野
県
教
育
委
員
会
と
の
人
事
交
流
）
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て
、
親
交
を
深
め
あ
っ
た
良
き
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
時
の
学
校
に
は
日
直
・
宿
直
の
制
度
が
あ
り
、

若
い
独
身
教
師
は
代
替
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
て
大
変

で
し
た
が
、
安
い
給
料
を
補
塡
す
る
の
に
は
こ
の
手
当
が
、

と
て
も
有
り
難
い
存
在
で
し
た
。

　

ま
た
、
職
員
会
は
水
曜
日
、
学
年
会
は
金
曜
日
で
食
事
を

取
り
寄
せ
て
、
タ
バ
コ
の
煙
が
も
ん
も
ん
と
し
た
部
屋
で
終

了
時
間
は
夜
中
に
な
る
の
も
た
び
た
び
の
時
代
で
し
た
。

　

県
内
外
、
広
範
囲
で
各
地
の
学
校
に
散
ら
ば
っ
て
赴
任
し

て
い
る
仲
間
が
、
ポ
ン
コ
ツ
の
中
古
車
で
集
ま
っ
て
来
る
時

代
に
な
り
、
保
健
体
育
の
教
員
免
許
を
持
っ
た
同
期
生
は
二

十
一
名
の
仲
間
が
お
り
ま
し
た
が
、
い
つ
も
十
五
・
六
人
は

集
ま
っ
て
来
る
研
修
会
で
し
た
。
北
信
・
中
信
・
南
信
・
東

信
と
当
番
順
で
各
地
を
巡
り
、
時
に
は
仲
間
で
随
一
の
パ

ワ
ー
マ
ン
の
地
元
静
岡
県
ま
で
出
か
け
て
研
修
会
を
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ア
ル
バ
ム
を
開
い
て
記
録
を
紐
解
く
と
、
二
十
二
回
も
の

研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
現
役
時
代
に
は
数
回
、
ま
た

退
職
し
て
か
ら
は
毎
年
の
よ
う
に
集
ま
っ
て
来
る
研
修
仲
間

で
あ
り
ま
し
た
。
退
職
後
に
は
温
泉
地
を
選
ん
で
宿
泊
し
、

地
元
の
者
が
案
内
役
で
、
名
勝
各
地
を
騒
ぎ
な
が
ら
巡
り
歩

き
も
し
ま
し
た
。
時
に
は
ゴ
ル
フ
大
会
も
あ
り
ま
し
た
。
県

下
各
地
を
何
回
歩
き
巡
っ
て
も
、
長
野
県
の
大
き
さ
を
実
感

し
な
が
ら
楽
し
み
、
絆
を
育
む
愉
快
な
研
修
仲
間
で
あ
り
ま

し
た
。

　

落
ち
葉
を
踏
み
な
が
ら
、
同
窓
会
館
（
赤
煉
瓦
館
）
に
た

ど
り
着
き
、
大
き
く
重
厚
な
扉
を
開
い
て
い
た
だ
き
、
入
館

す
る
と
、
良
く
ぞ
残
す
べ
き
も
の
を
、
こ
ん
な
に
立
派
に
残

し
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
だ
と
思
い
、
感
慨
一
入
で
あ
り
ま
し

た
。

　

明
治
二
十
八
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
平
成
二
十
年
に

国
の
登
録
有
形
文
化
財
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
。
二
階
の
ホ
ー
ル
に
案
内
し
て
い
た
だ
く
と
、
グ
ラ
ン
ド

ピ
ア
ノ
ま
で
設
置
さ
れ
て
お
り
、
演
奏
会
も
出
来
る
と
の
こ

板
壁
で
天
井
の
梁
材
が
丸
見
え
の
体
育
館
や
、
授
業
の
前
後

に
雑
巾
が
け
を
し
て
磨
い
た
講
堂
の
床
や
、
切
れ
た
ま
ま
の

電
灯
や
、
石
段
を
上
が
っ
た
所
に
在
っ
た
目
張
り
ガ
ラ
ス
の

研
究
室
や
、
ト
イ
レ
の
臭
い
や
、
ま
さ
に
こ
れ
ぞ
昭
和
時
代

の
香
気
が
溢
れ
た
、
あ
の
よ
き
時
代
の
思
い
出
が

っ
て
き

ま
し
た
。

　

学
生
時
代
の
脳
裏
に
刻
ま
れ
た
出
来
事
は
、
教
室
の
講
義

よ
り
も
、
野
外
で
の
実
習
演
習
活
動
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、

稀
有
な
体
験
や
、
色
々
あ
っ
た
事
件
の
愉
快
な
話
な
ど
で
集

会
は
い
つ
も
盛
り
上
が
る
の
が
定
番
で
し
た
。

　

私
た
ち
が
卒
業
し
た
年
、
そ
れ
は
昭
和
三
十
九
年
三
月
、

あ
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で
、
昭
和
時
代
の
象
徴
の
年

で
す
。
同
期
仲
間
で
の
交
流
活
動
も
数
え
て
見
る
と
、
六
十

年
有
余
に
渡
っ
て
活
動
を
続
け
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

同
窓
会
員
の
ひ
と
り
と
し
て
、
僭
越
な
が
ら
、
活
動
の
一
端

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
の
時
代
、
新
卒
教
員
の
赴
任
は
、
小
規
模
学
校
の
僻
地

の
学
校
へ
赴
く
こ
と
が
、
当
然
の
時
代
で
し
た
。
小
さ
な
学

校
で
諸
先
輩
の
先
生
か
ら
い
つ
も
𠮟
咤
激
励
を
い
た
だ
い

て
、
そ
こ
で
や
っ
と
一
人
前
の
教
師
に
な
れ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　

授
業
が
う
ま
く
い
か
ず
落
ち
込
ん
だ
り
、
𠮟
咤
さ
れ
て
悩

ん
だ
り
し
て
い
る
時
、
同
期
の
仲
間
に
愚
痴
を
聞
い
て
も

ら
っ
た
り
、
毎
年
の
研
究
授
業
が
大
変
で
、
実
施
し
た
授
業

の
指
導
案
を
交
換
し
あ
っ
て
、
参
考
に
し
た
り
、
休
日
に
列

車
を
乗
り
継
い
で
、
同
僚
の
赴
任
し
た
学
校
を
訪
ね
た
り
し

　

長
く
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍
も
よ
う
や
く
治
ま
っ
て
き
た
令
和

四
年
の
晩
秋
、
卒
業
同
期
の
仲
間
で
長
年
続
け
て
き
た
研
修

会
は
、
仲
間
の
年
齢
も
傘
寿
の
峠
を
越
え
て
、
こ
の
会
は
終

盤
を
迎
え
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
機
会
に
、
あ
の
懐
か
し
い
信
大
教
育
学
部
の
学
舎

を
訪
ね
て
見
よ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

時
、
ご
縁
の
あ
っ
た
岩
田
靖
先
生
に
、
お
世
話
に
な
り
、
親

切
丁
寧
な
ご
案
内
を
い
た
だ
き
、
私
た
ち
の
た
っ
て
の
希
望

を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
鑑
み
れ
ば
、
い
つ
の
世

も
人
と
人
と
の
ご
縁
は
有
り
難
く
、
ま
か
不
思
議
な
こ
と
と

の
思
い
が
致
し
ま
す
。

　

新
装
の
体
育
館
を
ご
案
内
い
た
だ
き
、
フ
ロ
ア
ー
の
美
し

さ
や
施
設
の
充
実
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
こ

西
長
野
の
大
地
に
踏
み
立
つ
と
、
私
た
ち
が
六
十
余
年
前
に

青
春
時
代
を
過
ご
し
た
、
あ
の
時
代
の
こ
と
、
木
造
校
舎
、

赤
煉
瓦

　
　
会
館
訪
ね

　
　
　
　
咲
く
笑
顔

　
同
期
の
櫻

　
　
　
　
　
学
舎
面
影

同
窓
会
館（
赤
煉
瓦
館
）を
訪
ね
て
思
う
こ
と

第
十
二
回
卒
業　

保
健
体
育
科　
　

望 

月
　
昭 

彦
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と
。
私
た
ち
が
学
生
の
頃
の
セ
ピ
ア
色
の
写
真
も
あ
り
一
段

と
話
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
一
階
の
会
議
室
で
休
憩
し
、

記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
が
、
木
製
の
重
厚
で
立
派
な
テ
ー

ブ
ル
と
レ
ト
ロ
調
で
格
調
高
い
木
製
の
椅
子
に
座
り
、
心
地

よ
さ
に
自
然
と
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
価
値
の
あ
る
建

物
と
遺
産
を
、
再
生
し
て
残
し
て
く
だ
さ
っ
た
諸
氏
の
ご
苦

労
に
敬
意
を
表
し
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
た
く
存
じ
ま

す
。

　

見
学
が
終
了
し
て
、
現
役
の
学
生
達
と
一
緒
に
学
生
食
堂

で
昼
食
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
元
気
で
は
つ
ら
つ

と
し
た
若
者
達
の
姿
を
拝
見
す
る
だ
け
で
、
パ
ワ
ー
を
頂
け

る
も
の
で
す
。
未
来
に
輝
く
後
輩
諸
君
の
活
躍
に
エ
ー
ル
を

贈
る
と
と
も
に
、
母
校
信
大
教
育
学
部
と
同
窓
会
の
発
展
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

晩
秋
の
穏
や
か
な
秋
晴
れ
の
日
に
、
私
た
ち
の
研
修
の
た

め
に
岩
田
靖
先
生
・
新
谷
静
香
先
生
に
は
、
長
時
間
に
渡
り

お
付
き
合
い
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
貴
重
な
研
修
体
験
を
振
り
返
り
、
こ
ん
な
に
立
派

で
、
貴
重
な
価
値
の
あ
る
同
窓
会
館
（
赤
煉
瓦
館
）
を
、

も
っ
と
大
勢
の
皆
さ
ん
に
紹
介
し
、
気
軽
に
利
用
し
て
頂
く

よ
う
に
、
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

平成20年６月　別所温泉にて

い
つ
か
是
非

　
　
訪
ね
ま
ほ
し
き

　
　
　
　
会
館
を

　
あ
の
頃
億
ひ

　
　
　
湧
く
元
気
か
な

令和４年11月　赤煉瓦館にて

平成15年５月　蓼科高原にて 平成24年６月　小諸市高峰高原にて
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子
ど
も
た
ち
も
私
も
、
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
を
見
る
と
つ

い
目
を
奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
何
積
み

で
あ
る
か
を
す
ぐ
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
校
庭
の
土

を
触
っ
た
だ
け
で
、「
こ
の
土
で
は
レ
ン
ガ
は
つ
く
れ
な
い
」

と
子
ど
も
は
言
い
ま
す
。
レ
ン
ガ
用
の
土
粘
土
を
ボ
ウ
ル
に

入
れ
る
と
ど
の
く
ら
い
の
水
の
量
が
適
量
で
あ
る
か
見
当
を

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
レ
ン
ガ
づ
く
り
の
大
変
さ
か
ら

レ
ン
ガ
を
購
入
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
話
題
が
出
た
際
に
Ｒ

児
は
、「『
が
ん
ば
っ
た
レ
ン
ガ
』
で
な
く
て
は
だ
め
だ
」
と

言
い
ま
し
た
。『
が
ん
ば
っ
た
レ
ン
ガ
』
と
は
、
ま
さ
に
も

の
が
人
格
を
も
ち
、「
わ
た
し
の
レ
ン
ガ
」
と
い
う
よ
う
に

私
ご
と
に
な
り
、
た
だ
の
土
で
は
な
い
大
切
な
も
の
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
と
言
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
私
た

ち
は
、
土
粘
土
や
レ
ン
ガ
へ
の
見
方
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い

き
ま
し
た
。
魅
力
あ
る
材
に
出
会
い
、
そ
の
魅
力
に
引
き
込

ま
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
毎
日
つ
く
り
続
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

赤
煉
瓦
館
の
レ
ン
ガ
の
一
部
に
「
焼
き
す
ぎ
レ
ン
ガ
」
が

使
わ
れ
て
い
る
と
お
聞
き
し
、
レ
ン
ガ
を
焼
く
と
丈
夫
に
な

る
と
い
う
こ
と
に
興
味
を
も
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、「
レ
ン

ガ
を
焼
い
て
み
た
い
」
と
い
う
次
の
願
い
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
２
年
生
に
な
っ
て
も
引
き
続
き
子
ど
も
と
共
に
レ
ン
ガ

づ
く
り
や
べ
っ
そ
う
づ
く
り
を
探
求
し
、
新
た
な
発
見
を
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　

秋
頃
に
Ｙ
児
が
「
秘
密

基
地
を
つ
く
り
た
い
。
そ

の
秘
密
基
地
で
虫
の
観
察

を
し
た
い
」
と
言
い
ま
し

た
。
そ
の
意
見
に
皆
が
賛

成
し
、
特
別
な
部
屋
と
い

う
こ
と
か
ら
「
み
ん
な
の

べ
っ
そ
う
を
つ
く
ろ
う
」

と
意
見
が
ま
と
ま
っ
て
い

き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の

池
づ
く
り
や
土
遊
び
か
ら

粘
土
質
の
土
か
ら
レ
ン
ガ

が
つ
く
れ
る
と
い
う
こ
と

を
知
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
の
別
荘
を
レ
ン
ガ
造
り

に
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
土
粘
土
と
い
う
材
は
、
様
々
な

形
に
変
化
す
る
こ
と
が
で
き
、
失
敗
し
た
と
思
っ
た
ら
ま
た

つ
く
り
か
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
土
粘
土
は
難
し
さ
と
面

白
さ
を
兼
ね
備
え
た
追
求
し
た
く
な
る
材
と
言
え
ま
す
。

　

レ
ン
ガ
や
レ
ン
ガ
で
で
き
た
建
造
物
を
も
っ
と
知
り
た
い

と
願
う
子
ど
も
た
ち
と
、
教
育
学
部
に
あ
る
築
約
１
３
０
年

の
赤
煉
瓦
館
へ
見
学
に
行
き
ま
し
た
。実
際
に
見
て
触
っ
て
、

そ
の
丈
夫
さ
や
つ
く
り
に
つ
い
て
、
か
ら
だ
を
通
し
て
感
じ

て
い
ま
し
た
。
Ｕ
児
は
、
レ
ン
ガ
と
レ
ン
ガ
の
つ
な
ぎ
に
注

目
し
「
何
で
く
っ
つ
い
て
い
る
の
か
な
。」
と
指
で
な
ぞ
り
顔

を
近
づ
け
て
よ
く
見
て
い
ま
し
た
。
Ｍ
児
は
、
ど
の
く
ら
い

丈
夫
な
の
か
を
確
か
め
よ
う
と
、
煉
瓦
館
の
壁
を
両
手
で
押

し
て
い
ま
し
た
。
び
く
と
も
し
な
い
働
き
返
し
に
「
本
当
に

丈
夫
な
ん
だ
」
と
感
じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
教
育
学
部
の

齊
藤
先
生
か
ら
赤
煉
瓦
館
に
関
わ
る
お
話
を
し
て
い
た
だ
い

た
後
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
Ａ
児
が
「
は
じ
っ
こ
は
ど
う

な
っ
て
い
る
ん
で
す
か
」
Ｋ
児
が
「
ど
う
し
て
イ
ギ
リ
ス
積

み
な
ん
で
す
か
」
な
ど
聞
く
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
見
る
ポ
イ
ン
ト
は
こ
だ
わ
り
と
な
っ
て
、
見
学
で
の
学
び

を
深
め
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
大
学
で
の
見
学
や
体
験
を
終

え
た
子
ど
も
達
は
、
知
識
も
技
能
も
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
益
々

「
み
ん
な
の
べ
っ
そ
う
」
づ
く
り
に
邁
進
い
て
い
き
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
同
窓
会
研
究
補
助
事

業
は
、
令
和
元
年
度
よ
り
、
名
称
を
教
育
実
践
補
助
事
業
に

改
め
、
継
続
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
概
要
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

本
事
業
の
趣
旨
は
、
①
日
々
の
教
育
研
究
、
教
育
実
践
を

大
切
に
し
、
自
ら
の
授
業
改
善
に
努
め
る
こ
と
、
②
専
門
職

と
し
て
の
教
師
自
ら
の
教
育
研
究
・
教
育
実
践
を
磨
く
こ

と
、
③
教
育
の
振
興
・
改
善
に
つ
い
て
の
情
報
を
共
有
し
合

う
こ
と
、
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
対
象
者
は
教
育
学
部
同
窓

会
員
（
同
窓
会
費
納
入
者
）
で
、
応
募
者
に
は
、
一
律
１
万

円
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
希
望
者
は
、
所
定
の
様
式
「
教
育
実
践
補
助
願
及
び

教
育
実
践
概
要
」に
し
た
が
っ
て
、同
窓
会
事
務
局（
〒
３
８
０

-

８
５
４
４　

長
野
市
西
長
野
６-

ロ
）
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
で
き
る
だ
け
当
該
年
度
の
11
月
末
日
ま
で
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
応
募
規
定
の
詳
細
、
応
募
様
式
等
の
内
容

は
、
同
窓
会
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当

該
年
度
の
教
育
実
践
補
助
は
お
お
む
ね
10
名
と
し
て
お
り
ま

す
。
受
付
可
能
か
ど
う
か
を
確
認
し
ま
す
の
で
、
お
申
し
込

み
の
際
に
は
必
ず
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

一
年
生
の
子
ど
も
た
ち
と
季
節
の
行
事
や
『
べ
っ
そ
う
づ

く
り
』
を
進
め
て
い
く
中
で
、
子
ど
も
が
材
を
自
ら
の
も
の

と
し
、
自
分
ご
と
と
し
て
語
っ
て
い
く
場
面
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
発
す
る
言
葉
に
は
と
き
め
き
や
閃
き

が
あ
り
、
探
求
す
る
か
ら
だ
か
ら
は
情
熱
が
溢
れ
て
い
ま
し

た
。大
人
に
な
る
に
つ
れ
て
失
わ
れ
て
き
た
何
か
が
、子
ど
も

た
ち
と
の
く
ら
し
の
中
に
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

koji

も
の（
材
）と
の
か
か
わ
り
を
通
し
て
物
語
る
わ
た
し

信
州
大
学
教
育
学
部

附
属
長
野
小
学
校　

小 

嶋 

美
成
子

教
育
実
践
補
助
事
業
の
ご
案
内

業
事
助
補
践
実
育
教

業
事
助
補
践
実
育
教

業
事
助
補
践
実
育
教

令和４年度教育実践補助交付者
氏　名 勤務校・

在籍校等 研　究　課　題

１ 西澤　　浩 長野市立七二
会小学校

お蚕様の生糸が紡ぐ総合的な学習の
時間の実践

２ 新井　孝之 須坂市立日野
小学校

「学び」と「育ち」をつなぐ園小の
接続のあり方

３ 古平　恵理 信濃町立信濃
小中学校

児童生徒一人ひとりが問いを発し、
仲間とともに探究しながら学びを深
めていく授業づくり～ICT の効果
的な活用の方法に焦点をあてて～

４ 松村　忠道 長野市立松代
中学校

GIGA端末（chromebook）を用いた
意見共有～G Suite（ドキュメント）
による共同編集～

５ 小嶋美成子
信州大学教育
学部附属長野
小学校

もの（材）とのかかわりを通して物
語るわたし

６ 川上　明宏 上松町立上松
小学校

火山としての御嶽山の火山防災教育
と魅力発信

７ 松本　景光 大町市立大町
西小学校

低学年の『聴く・問う』から始まる対
話活動を基盤とする少人数による互
恵的に学ぶ“共同の学び”のあり方

８ 町田　祐介 千曲市総合教
育センター

GIGA スクール構想の実現に向けた
ICT活用に関する研修の充実

９ 齋藤　貴寛 佐久市立臼田
中学校

日常生活とのつながりが感じられる
授業の実践
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教
育
学
部
の
就
職
支
援
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
教
育
学
部

同
窓
会
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
多
大
な
ご
支
援
を
賜
り
、
心

よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。
令
和
４
年
度
教
育
学
部
卒
業
生
及
び

大
学
院
教
育
学
研
究
科
修
了
生
の
進
路
状
況
が
下
表
の
と
お

り
に
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

学
部
卒
業
生
に
つ
い
て
は
、
進
学
者
を
除
く
就
職
率
は
９

７
・
６
３
％
、
教
員
就
職
率
は
６
３
・
５
１
％
で
、
前
年
度

（
令
和
４
年
度
）
と
比
較
す
る
と
就
職
率
は
２
・
３
５
ポ
イ

ン
ト
増
、
教
員
就
職
率
は
０
・
５
５
ポ
イ
ン
ト
減
と
な
り
ま

し
た
。
教
員
と
な
っ
た
１
３
４
名
の
う
ち
、
正
規
採
用
者
は

93
名
、
臨
時
採
用
者
は
41
名
で
す
。
過
去
３
年
間
の
動
向
を

み
る
と
、
就
職
率
は
上
昇
し
て
い
ま
す
が
、
教
員
就
職
率
は

低
下
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
長
野
県
公
立
学
校
教
員
採
用
試
験
の
一
次
選

考
は
、
令
和
５
年
７
月
１
日
（
土
）・
２
日
（
日
）
に
実
施

さ
れ
ま
す
。
採
用
数
は
小
学
校
教
諭
２
２
５
名
程
度
、
中
学

校
教
諭
１
３
５
名
程
度
、
養
護
教
諭
20
名
程
度
、
特
別
支
援

学
校
55
名
程
度
、
高
等
学
校
90
名
程
度
で
、
前
年
度
と
ほ
ぼ

同
じ
で
す
。

　

教
員
就
職
率
の
向
上
を
目
指
し
、
就
職
部
会
で
は
模
擬
集

団
・
個
人
面
接
の
実
施
等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
学
部
で
は

教
職
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
に
よ
る
相
談
、
Ｄ
Ｘ
委
員
会
と
連
携

し
た
教
員
採
用
対
策
グ
ー
グ
ル
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
信
濃
教
育
会
と
の
連
携
協
定
を
締
結
し
、

教
員
養
成
講
座
へ
の
学
生
参
加
等
の
ご
協
力
を
頂
い
て
い
ま

す
。

　

今
後
と
も
皆
様
か
ら
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
・
ご
要
望
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
職
部
長　

山 

岸　

明 

浩

卒
業
・
修
了
生
の

令和４年度　卒業生　就職状況
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同
窓
会
員
で
あ
る
、
き
り
絵
作
家
の
柳
沢
京
子
さ
ん
の
作

品
展
を
、
今
秋
、
同
窓
会
赤
煉
瓦
館
で
開
催
す
る
計
画
を
進

め
て
い
ま
す
。
詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、チ
ェ
ッ
ク
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
「
信
州
大
学
教
育
学
部
同
窓
会
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

○
教
育
実
践
補
助
申
請
受
付
中

　

教
育
実
践
補
助
申
請
を
４
月
よ
り
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳
細
は
同
窓
会
ホ
ー
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
本

号
の
６
ペ
ー
ジ
「
教
育
実
践
補
助
事
業
」
も
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。
昨
年
度
の
助
成
受
付
の
実
践
テ
ー
マ
な
ど
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

○ 

「
支
部
、
学
科
・
コ
ー
ス
等
の
同
窓
会
活
動
支
援
事
業
」

に
つ
い
て

　

同
窓
会
活
動
を
一
層
魅
力
あ
る
も
の
に
し
て
い
く
た
め
の

一
つ
と
し
て
「
支
部
、
学
科
・
コ
ー

ス
等
の
同
窓
会
活
動
支
援
事
業
」
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
ご
と
や
、
卒
業

学
科
・
コ
ー
ス
等
の
同
窓
会
活
動
を

支
援
す
る
こ
と
で
、
同
窓
会
活
動
へ

の
関
心
を
高
め
、
会
員
相
互
の
連
帯

を
一
層
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

そ
の
活
動
に
対
し
て
、
若
干
の
補
助

を
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
事
業
紹
介
」
の
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
申
請
書
、
報
告
書
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
の
で
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 

２
０
０
６
年
４
月
か
ら
勤
め
た
テ
レ
ビ
静
岡
を
、
２
０

１
４
年
３
月
に
退
社
。
以
後
２
０
１
３
年
に
取
得
し
た

気
象
予
報
士
と
し
て
活
躍
す
る
。

○ 

２
０
１
４
年
か
ら
は
「
ウ
ェ
ザ
ー
マ
ッ
プ
」
に
所
属
。

２
０
１
５
年
３
月
30
日
か
ら
２
０
１
７
年
３
月
31
日
ま

で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
『
ニ
ュ
ー
ス
シ
ブ
５
時
』
に
て

気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
を
、
２
０
１
７
年
４
月
か
ら
出
産
休

暇
を
は
さ
み
２
０
２
１
年
12
月
ま
で
、平
日
の『
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ニ
ュ
ー
ス
７
』の
気
象
情
報
を
担
当
す
る
。２
０
２
３
年

か
ら
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
国
際
放
送
局
「N

H
K
 W
O
RLD

」
に

お
い
て
英
語
で
世
界
の
気
象
を
伝
え
る
仕
事
に
従
事
。

○ 

気
象
予
報
士
と
し
て
の
テ
ー
マ
は
「
人
を
天
害
か
ら
、

自
然
を
人
災
か
ら
守
る
こ
と
」。

〈
平
野
有
海
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〉

　

学
生
時
代
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
信
州
大
学
教
育
学
部
で

講
演
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
、
と
て
も
光
栄
に
思
っ
て
い

ま
す
。
近
年
、
気
候
変
動
に
よ
っ
て
世
界
中
で
気
象
災
害
が

激
甚
化
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
日
本
や
長
野
県
も
例
外
で

は
な
く
、
２
０
１
９
年
台
風
19
号
の
被
害
は
皆
さ
ん
の
記
憶

に
も
刻
ま
れ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
自
分
や
大
切
な
人
の

命
を
ど
う
守
っ
て
い
く
の
か
、
気
象
予
報
が
で
き
る
過
程
や

放
送
の
裏
側
を
紹
介
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
察
で

き
れ
ば
幸
い
で
す
。

○ 

出
生
地
は
千
葉
県
。
お
父
様
（
元
信
州
大
学
教
育
学
部

長
、
現
信
州
大
学
副
学
長　

平
野
吉
直
先
生
）
の
仕
事

の
関
係
で
日
本
全
国
各
地
に
転
居
。
中
学
３
年
か
ら
大

学
進
学
ま
で
は
長
野
県
で
過
ご
す
。

○ 

信
州
大
学
教
育
学
部
附
属
長
野
中
学
校
か
ら
佐
久
長
聖

高
校
を
経
て
、
早
稲
田
大
学
に
進
学
。
高
校
卒
業
後

に
、
早
逝
し
た
お
母
様
に
、
お
亡
く
な
り
に
な
る
直
前

に
語
っ
た
、
テ
レ
ビ
の
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
夢
を
叶

え
る
べ
く
努
力
を
重
ね
、
大
学
卒
業
後
は
テ
レ
ビ
静
岡

に
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
入
社
す
る
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

信
州
大
学
教
育

学
部
同
窓
会

第
36
回
通
常
総
会
（
通
知
）

※ 参加される方は、会報と同封した葉書によ
りお知らせください。やむを得ず総会、懇
親会を中止する時は電話でお知らせしま
すので、電話番号を明記してください。

気
象
予
報
士

 

平 

野
　
有 

海
氏

　

│
記
念
講
演
会
│

TEL　026-238-4370
（月・水・金　９：30～16：00）
HP  http://www.shinshu-u.ac.jp/group/
education-almni/

Email　k62dousou@gmail.com

事
務
局
連
絡
先

　コロナウイルス感染症の
予防対策を十分にとりなが
ら、昨年に引き続き第36回
通常総会を開催します。
　多数のご参集をお待ちし
ています。
　また、祝賀懇親会も予定
しています。あわせてご参
加いただきたくご案内いた
します。

日　　時
令和５年８月11日（金・祝）
午前９時30分

会　　場
「ホテル信濃路」
　（長野市岡田町）

内　　容
○議事
　 令和４年度事業報告・ 
決算報告、令和５年度事
業計画案・予算案の審議
他
○記念講演会
　11時00分～12時15分
　講師：平野 有海 氏
○祝賀懇親会　12時30分～
　会費：5,000円

〇
柳
沢
京
子
さ
ん
の
「
き
り
え
展
」

 

開
催
の
お
知
ら
せ
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